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「ちがい」について考えよう ～ みんなが住みやすい社会にするために ～ 

ＪＩＣＡ中国山口デスク  小川 真奈 

防府市立華城小学校 教諭 山本  直  

 

１．日 時  令和４年１月１５日（土）１３：４０～１４：４０ 

２．場 所  ZOOMによるオンライン 

３．参加人数 ５７人 小中学校教員、ALT、スタッフ等 

４．内 容 

  ①プチ講座「JICAとは？」「JICA海外協力隊体験談（ケニアでの活動紹介）」 

   ・JICAや協力隊についての話。 

・JICAの出前講座の傾向や多文化共生の必要性についての話。 
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②ワークショップⅠ：多文化共生とは、何か？ 

   「私が望んでいることは、同じかな？ちがうかな？」 

    ・２つの立場（日本人・外国人）から、友だちに望むことを考えることで、多様な 

   考え方を知り、自分にできることは何かを考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 55 - 

③ワークショップⅡ：クラスの中の外国人 

   「外国につながりをもつ友だちのためにできることを考えよう」 

    ・日本人・外国にルーツを持つ人とともに、学校が過ごしやすい場所にするために、   

自分達にできることは何か考える。 
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  ④クロージング 

   多様性や多文化共生に関するワークのコメントや活用についてまとめる。 

 

５．参加者の感想 

・ ケニアでのＪICAの活動をわかりやすく伝えていただき勉強になりました。多文化理

解のワークショップも有益でした。学校でもぜひ機会をもちたいと思います。  

・ なかなか顔を合わせて話す機会がない昨今です。グループ協議の時間がもう少し長か

ったらよかったですね。 また、今後のつながり・発展を考えると、１回目・２回目の

グループは変えてもいいですね。 

・ いろいろな視点から考えること、考えさせることの大切さに気付きました。 

・ ちがいについて分かりやすく解説いただき、深く考えることができました。グループ

セッションでさらに考えが深まりました。 

・ 日々の学習で活用できる活動や、具体的な資料を提供してもらえ感謝しております。

ありがとうございました。  

・ ブレイクアウトルームで意見交換ができ、よかった。  

・ 当方の機器のトラブルもあり、十分に参加できなかったのは、残念であった。  

・ 貴重な体験を交えたお話をいただき有難うございました。今回は実物を拝見できなく

て残念でした。  

・ 多様な考えがあって面白かったです。 

・ 立場を変えてダイヤモンドランキングを作成することで、他者理解をしようとする気

持ちや、相手の背景に思いを 寄せる思いやりの大切さが実感できました。 本日（1月

17日）に、早速本校の先生方に復伝しました。 

・ 英語だけでなく外国の文化、慣習、宗教等に関する授業は、大変参考になりました。 

・ 他の方と意見を交流することで新しい気付きがあり、ぜひ授業でやってみたいなと思          

 いました。 

・ 実際に国際協力出前講座の内容を体験させていただいたので、とても分かりやすかっ   

たです。 

・ 子供達に多様性について伝えるための方法や教材を知ることができて、よかったで

す。授業に活用させていただきたいです。 

・ 国籍に関係なく子どもたちの実態に合わせて効果的な方法を学ぶことができました。 

 

６．その他 

 ・ 「多文化共生」は、人権教育の立場からも重要な課題である。「ワークショップ」を

通して話し合うことで主体的で対話的な深い学びの一助にもなると感じた。 

 ・ 今後も情報交換をしながら少しずつ「多文化共生」の考えを広げていけるとよいと感 

  じた。また、実際に授業で取り入れている事例も増えている。実践事例を紹介しながら  

  広げていけるとさらによいと感じた。 


